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北　星　論　集（経） 　第 56 号　第１号（通巻第 70 号）
キャンベラ距離の一般化はいろいろ考えら
れる。ここでは１次元キャンベラ距離の一般
化として，次の形のものを考える。
ここで は実数である。
予想． は距離の公理を満たす．すな
わち次の三角不等式が成り立つ。
同じことだが， が三角形の辺の長さなら
正しい。これは絶対値に対する三角
不等式に外ならない:
正しい。キャンベラ距離である。
正しい。
なので，三角不等式に帰着される。
正しい。場合分けと計算が複雑だ
が，数式処理システムを使って確かめられる。
次元キャンベラ距離 の値が，
の誤差にどう影響されるかについて評価式を
与えておく。これは鉛同位体法においてデー
タの誤差が新井の距離の誤差への影響を調べ
る必要性から来た問題である。
次元キャンベラ距離定理 12 の
絶対誤差は，データ の
相対誤差の和に近似的に等しい。
(証明）対数微分法を使って１次元キャンベラ
距離を全微分すると
したがって
これの絶対値を取ればよい。
10　キャンベラ距離の一般化
11　キャンベラ距離の誤差評価
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校正時の追加。（1）キャンベラ距離の定義を
とし ，定義域を
とする流儀もある。値域は も
許す。
(2) 5節に関係することだが，速度 と速度
は真空中の光速
で与えられる。同じことだが，
の相対論的合成則は
すなわち，キャンベラ距離について，
